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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底部に水道水（Ｗ）の流入口（３ａ）及び流出口（３ｂ）を有すると共に、上端部にフ
ランジ（３ｆ）を備えた有底筒状の容器本体（３）と、容器本体（３）のフランジ（３ｆ
）に重ね合わされるフランジ（４ａ）を有し、容器本体（３）の開口部を開閉するキャッ
プ（４）と、容器本体（３）のフランジ（３ｆ）及びキャップ（４）のフランジ（４ａ）
に嵌め込まれ、両フランジ（３ｆ），（４ａ）を締め付け固定する半割り構造の環状のク
ランプ（５）とから成り、容器本体（３）とキッャプ（４）との間の空間に水道水（Ｗ）
を浄化するフィルター（２）を収容するようにした家庭用浄水器のフィルター収容容器（
１）であって、前記容器本体（３）の上端部にキャップ（４）の内周面へ嵌合される上向
きの環状の突出片（３ｇ）を形成すると共に、当該突出片（３ｇ）をＯリング（６）を介
してキャップ（４）の内周面に嵌合し、容器本体（３）の突出片（３ｇ）とキャップ（４
）との間をＯリング（６）によりシールするようにしたことを特徴とする家庭用浄水器の
フィルター収容容器。
【請求項２】
　容器本体（３）の底部に水道水（Ｗ）の流出口（３ｂ）に連通する筒状の支持部（３ｅ
）を形成し、当該支持部（３ｅ）にフィルター（２）の下端部を支持する下部支持板（８
）の中央部に形成した筒状の挿入部（８ａ）をＯリング（６）を介して着脱自在に嵌合し
、容器本体（３）の支持部（３ｅ）と下部支持板（８）の挿入部（８ａ）との間をＯリン
グ（６）によりシールするようにしたことを特徴とする請求項１に記載の家庭用浄水器の
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フィルター収容容器。
【請求項３】
　容器本体（３）の突出片（３ｇ）の外周面又はキャップ（４）の内周面の何れか一方に
、Ｏリング（６）が嵌め込まれる環状のＯリング溝（３ｈ）を形成したことを特徴とする
請求項１に記載の家庭用浄水器のフィルター収容容器。
【請求項４】
　下部支持板（８）の挿入部（８ａ）の外周面又は容器本体（３）の支持部（３ｅ）の内
周面の何れか一方に、Ｏリング（６）が嵌め込まれる環状のＯリング溝（８ｂ）を形成し
たことを特徴とする請求項２に記載の家庭用浄水器のフィルター収容容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に個人住宅やマンション等の水道管の途中に設置されて飲料用や調理用等
に用いる水道水を浄化処理する家庭用浄水器に於いて、塩素や有機物等の有害物質を除去
するフィルターを収容する家庭用浄水器のフィルター収容容器の改良に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、公共の水道水の水質の悪化が問題となっている。これは、水道水の原水の水質が
悪化しており、それに伴って浄水場に於いて酸化剤や滅菌剤としての塩素を多量に注入す
る必要が生じているからである。
　水道水に多量の塩素が含まれていると、味が悪くなったり、異臭がしたり、更には人体
の健康上の点からも好ましくない。このため、各家庭に於いては、水道水を浄化処理する
浄水器が使用されることが多くなって来ている。この浄水器は、家庭の水道機器の中で最
も多く飲用等に使用される台所の蛇口に取り付けられているのが一般的である。
【０００３】
　ところで、台所の蛇口のみに浄水器を設置した場合、浄化されていない水道水が給湯器
内に直接流入し、給湯器内の熱交換管やバルブ、給湯器の出口側に接続された給湯管にス
ケールが付着し易くなり、給湯器の故障の原因になることがある。
　又、浴室で使用する水道水やお湯は、塩素や有機物等の有害物質が除去されていないた
め、肌や髪の毛を傷めたりすると云う問題が発生している。
【０００４】
　そこで、これらの問題を解決するため、一般家庭等の水道メーターの下流側に位置する
水道管に介設されて給湯器や台所、浴室、洗面所等で使用する全ての水道水を浄化処理す
るようにした浄水器が広く利用に供されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　即ち、前記家庭用浄水器は、水道水の流入口及び浄化された水道水の流出口を形成した
開閉可能な密閉状の容器と、容器内に着脱自在に内蔵され、濁度フィルター、繊維状活性
炭フィルター及びセラミックスフィルター等から成るカートリッジとから構成されており
、容器の流入口及び流出口が水道メーターの下流側に位置する水道管に夫々連通状に接続
されている。
　又、密閉状の容器は、水道水の流入口及び流出口を形成したベースと、ベースの上面側
に取り付けた筒状のケーシングと、ケーシングの上端部に取り付けたキャップとから構成
されており、内部に内蔵したカートリッジを交換できるようにキャップがケーシングに対
して着脱自在となっている。
【０００６】
　而して、前記家庭用浄水器によれば、水道メーターを通った水道水が全て浄水器に流入
し、ここで浄化処理されてから水道管に分岐状に接続された複数の分岐管を介して給湯器
、台所、浴室、洗面所等へ夫々供給されることになり、家庭内で使用する全ての水道水を
浄化処理することができる。
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【０００７】
　ところで、上述した家庭用浄水器に於いては、容器内の水道水がケーシングとキャップ
との間から外部へ洩れないように、ケーシングとキャップとをクランプ又はボルト・ナッ
トで締め付け、ケーシングとキャップとの間に介設したＯリングを押えてシールするよう
にしている。
　即ち、家庭用浄水器の容器１０は、図３に示す如く、ケーシング１１の上端部に設けた
フランジ１１ａの上面にＯリング１２が嵌め込まれる環状のＯリング溝１１ｂを形成し、
このＯリング溝１１ｂにＯリング１２を嵌め込み、ケーシング１１のフランジ１１ａとキ
ャップ１３の外周縁部に形成したフランジ１３ａとを重ね合わせ、この状態で両フランジ
１１ａ，１３ａをクランプ１４又はボルト・ナットで締め付け固定することによって、ケ
ーシング１１とキャップ１３とを密閉するようにしている。
【０００８】
　ところが、従来の家庭用浄水器の容器１０に於いては、クランプ１４又はボルト・ナッ
トの締め付け力でＯリング１２を押えてシールするようにしているため、クランプ１４の
締め付け力やボルト・ナットの締め付け力が弱いと、容器１０内の水道水がケーシング１
１とキャップ１３との間から外部へ洩れると云う問題があった。
　特に、ボルト・ナットを使用した場合には、ケーシング１１とキャップ１３とを着脱す
るときに複数本のボルト・ナットを締め付けたり、弛めたりしなければならず、極めて手
数が掛かると云う問題があった。
【特許文献１】特開２００２－５９１５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、このような問題点に鑑みて為されたものであり、その主な目的はフィルター
を収容するフィルター収容容器からの漏水を防止できるようにした家庭用浄水器のフィル
ター収容容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成する為に、本発明の請求項１の発明は、底部に水道水の流入口及び流出
口を有すると共に、上端部にフランジを備えた有底筒状の容器本体と、容器本体のフラン
ジに重ね合わされるフランジを有し、容器本体の開口部を開閉するキャップと、容器本体
のフランジ及びキャップのフランジに嵌め込まれ、両フランジを締め付け固定する半割り
構造の環状のクランプとから成り、容器本体とキッャプとの間の空間に水道水を浄化する
フィルターを収容するようにした家庭用浄水器のフィルター収容容器であって、前記容器
本体の上端部にキャップの内周面へ嵌合される上向きの環状の突出片を形成すると共に、
当該突出片をＯリングを介してキャップの内周面に嵌合し、容器本体の突出片とキャップ
との間をＯリングによりシールするようにしたことに特徴がある。
【００１１】
　本発明の請求項２の発明は、容器本体の底部に水道水の流出口に連通する筒状の支持部
を形成し、当該支持部にフィルターの下端部を支持する下部支持板の中央部に形成した筒
状の挿入部をＯリングを介して着脱自在に嵌合し、容器本体の支持部と下部支持板の挿入
部との間をＯリングによりシールするようにしたことに特徴がある。
【００１２】
　本発明の請求項３の発明は、容器本体の突出片の外周面又はキャップの内周面の何れか
一方に、Ｏリングが嵌め込まれる環状のＯリング溝を形成したことに特徴がある。
【００１３】
　本発明の請求項４の発明は、下部支持板の挿入部の外周面又は容器本体の支持穴の内周
面の何れか一方に、Ｏリングが嵌め込まれる環状のＯリング溝を形成したことに特徴があ
る。
【発明の効果】



(4) JP 4085077 B2 2008.4.30

10

20

30

40

50

【００１４】
　本発明のフィルター収容容器は、底部に水道水の流入口及び流出口を有すると共に、上
端部にフランジを備えた有底筒状の容器本体と、容器本体のフランジに重ね合わされるフ
ランジを有し、容器本体の開口部を開閉するキャップと、容器本体のフランジ及びキャッ
プのフランジに嵌め込まれ、両フランジを締め付け固定する半割り構造の環状のクランプ
とから成り、容器本体の上端部にキャップの内周面へ嵌合される上向きの環状の突出片を
形成すると共に、当該突出片をＯリングを介してキャップの内周面に嵌合し、容器本体の
突出片とキャップとの間をＯリングによりシールするようにしているため、仮令クランプ
の締め付け力が弱い場合であっても、容器本体とキャップとの間から水道水が洩れると云
うことがない。その結果、フィルター収容容器の内部から外部への水漏れを完全に防止す
ることができ、然も、シール部の耐圧性を向上させることができる。
　又、本発明のフィルター収容容器は、容器本体の底部に水道水の流出口に連通する筒状
の支持部を形成し、当該支持部にフィルターの下端部を支持する下部支持板の中央部に形
成した筒状の挿入部をＯリングを介して着脱自在に嵌合し、容器本体の支持部と下部支持
板の挿入部との間をＯリングによりシールするようにしているため、容器本体とフィルタ
ーの下部支持板との間が確実にシールされることになる。その結果、流入口から流入した
水道水は、収容容器の支持部とフィルターの下部支持板との間から直接流出口に流出する
と云うことがなく、フィルターを通過してから流出口に流れることになり、フィルターに
より確実に浄化されることになる。
　更に、本発明のフィルター収容容器は、容器本体のフランジとキャップのフランジとを
重ね合わせ、この状態で両フランジを半割り構造の環状のクランプで締め付け固定するよ
うにしているため、容器本体とキャップとの着脱を簡単且つ容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は本発明の実施の形態に係るフィルター収容容器１を用いた家庭用浄水器を示し、
当該家庭用浄水器は、個人住宅やマンション等の水道メーターの下流側の水道管（図示省
略）に介設されており、飲料用や調理用、洗面用、風呂用等に用いる水道水Ｗをまとめて
浄化処理するようにしたものである。
【００１６】
　即ち、前記家庭用浄水器は、水道メーターの下流側の水道管に連通状に接続される密閉
状のフィルター収容容器１と、フィルター収容容器１内に着脱自在に収容されて塩素や有
機物等の有害物質を除去するフィルター２とから構成されており、フィルター収容容器１
を開閉可能とし、フィルター収容容器１を開放することによって、フィルター収容容器１
内のフィルター２を交換できるようにしたものである。
【００１７】
　前記フィルター収容容器１は、図１に示す如く、水道水Ｗの流入口３ａ及び流出口３ｂ
を有する有底筒状の容器本体３と、容器本体３の開口部を開閉するキャップ４と、容器本
体３とキャップ４を締め付け固定する半割り構造の環状のクランプ５とから構成されてお
り、容器本体３とキャップ４との間をＯリング６によりシールすると共に、容器本体３と
キャップ３との間の空間に水道水Ｗを浄化するフィルター２を収容するようにしている。
【００１８】
　具体的には、容器本体３は、図１に示す如く、ステンレス鋼やアルミ合金等の金属材に
より有底筒状に形成されており、容器本体３の底部の外周縁部には、水道水Ｗの流入口３
ａを形成するＬ字形の入口側配管３ｃが気密状に挿通固定されていると共に、容器本体３
の底部の中心部には、水道水Ｗの流出口３ｂを形成するＬ字形の出口側配管３ｄが気密状
に挿通固定されている。これら入口側配管３ｃ及び出口側配管３ｄの先端部は、ユニオン
ナット（図示省略）を介して水道管に夫々接続されている。又、出口側配管３ｄの基端部
は、容器本体３の底部に鉛直姿勢で配置されており、水道水Ｗの流出口３ｂに連通してフ
ィルター２を支持する下部支持板８の一部が着脱自在に嵌合される筒状の支持部３ｅとな
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っている。
　更に、容器本体３の上端部には、外方へ水平姿勢で突設する環状のフランジ３ｆと、キ
ャップ４の内周面に嵌合される上向きの環状の突出片３ｇとが夫々容器本体３と一体的に
形成されており、突出片３ｇの外周面には、Ｏリング６が嵌め込まれる環状のＯリング溝
３ｈが形成されている。
【００１９】
　キャップ４は、図１に示す如く、ステンレス鋼やアルミ合金等の金属材によりお椀状に
形成されており、その外周縁部には、容器本体３のフランジ３ｆに重ね合わされるフラン
ジ４ａが形成されている。又、キャップ４の下端部内周面には、容器本体３の突出片３ｇ
が密接状態で嵌合される環状の切欠４ｂが形成されている。
【００２０】
　クランプ５は、図１及び図２に示す如く、断面形状がコの字形の環状部材を半割りにす
ることにより形成された二つの円弧状部材５ａと、二つの円弧状部材５ａの一端部同士を
回動自在に連結するリベット５ｂと、二つの円弧状部材５ａの他端部に対向状に形成され
てボルト５ｄが挿通される締め付け片５ｃと、両締め付け片５ｃを連結固定するボルト５
ｄ・ナット５ｅとから成り、重ね合わされた容器本体３のフランジ３ｆ及びキャップ４の
フランジ４ａに二つの円弧状部材５ａを嵌め込み、両円弧状部材５ａの対向する締め付け
片５ｃ同士をボルト５ｄ・ナット５ｅで連結固定することによって、容器本体３のフラン
ジ３ｆとキャップ４のフランジ４ａを締め付け固定することができる。
【００２１】
　一方、前記フィルター２は、図１に示す如く、活性コークス炭を繊維状にして円筒状に
固化した中空円筒状の繊維状活性炭フィルターから成り、上端部が円板状の上部支持板７
により、又、下端部が円板状の下部支持板８により夫々支持されている。この繊維状活性
炭フィルターは、粒状活性炭と比較して同体積で１０倍以上の塩素除去力を持ち、流量も
大きくて処理水量も３倍以上である。
　又、下部支持板８は、その中心部に容器本体３の支持部３ｅに着脱自在に挿入支持され
る筒状の挿入部８ａが下向きに突出形成されており、当該挿入部８ａを容器本体３の支持
部３ｅに挿入することによって、容器本体３に支持されている。これによって、フィルタ
ー２も下部支持板８を介して容器本体３内に鉛直姿勢で支持されることになる。
　更に、下部支持板８の挿入部８ａの外周面には、Ｏリング６が嵌め込まれる環状のＯリ
ング溝８ｂが形成されている。
【００２２】
　而して、前記家庭用浄水器に於いては、Ｏリング６を嵌め込んだ下部支持板８の挿入部
８ａを容器本体３の支持部３ｅに挿入固定し、フィルター２を下部支持板８を介して容器
本体３内に収容固定し、次にＯリング６を嵌め込んだ容器本体３の突出片３ｇをキャップ
４の切欠４ｂに嵌め込んで容器本体３のフランジ３ｆとキャップ４のフランジ４ａを重ね
合わせ、この状態で両フランジ３ｆ，４ａにクランプ５の二つの円弧状部材５ａを嵌め込
み、その後二つの円弧状部材５ａをボルト５ｄ・ナット５ｅで連結固定して容器本体３と
キャップ４の両フランジ３ｆ，４ａを締め付け固定することによって、密閉状に組み立て
られることになる。
【００２３】
　次に、上述した構造の家庭用浄水器を一般家庭で使用する場合について説明する。
　前記家庭用浄水器は、一般家庭の水道メーターの二次側の水道管（図示省略）に介設さ
れており、フィルター収容容器１の入口側配管３ｃ（流入口３ａ）には水道メーターに接
続された水道管の一端部が接続され、又、フィルター収容容器１の出口側配管３ｄ（流出
口３ｂ）には家庭内の水道蛇口や給湯器等の末端の水道機器に水道水Ｗを夫々供給する分
岐状の水道管の基端部が接続されている。
【００２４】
　水道本管から水道メーター及び水道管を経てフィルター収容容器１の流入口３ａに流入
した水道水Ｗは、流入口３ａからフィルター収容容器１内に流入し、容器本体３とフィル
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ター２との間に形成された環状の空間内を上方へ流れると共に、徐々にフィルター２を通
過してフィルター２の中空部分に流入する。このとき、水道水Ｗに含まれている塩素等の
有害物質がフィルター２により除去される。
　フィルター２の中空部分に達した浄化された水道水Ｗは、フィルター２の中空部分を下
向きに流れて下部支持板８の挿入部８ａから流出口３ｂへ流出し、流出口３ｂから分岐状
の水道管を通って建物内へ送られ、飲料用や調理用、洗面用、風呂用用等の水として使用
される。
【００２５】
　上述した家庭用浄水器のフィルター収容容器１は、容器本体３の上端部にキャップ４の
内周面へ嵌合される上向きの環状の突出片３ｇを形成し、当該突出片３ｇをＯリング６を
介してキャップ４の内周面に嵌合し、容器本体３とキャップ４との間をＯリング６により
シールするようにしているため、仮令クランプ５の締め付け力が弱い場合であっても、容
器本体３とキャップ４との間から水道水Ｗが洩れると云うことがない。その結果、フィル
ター収容容器１の内部から外部への水漏れを完全に防止することができる。
　又、このフィルター収容容器１は、容器本体３の底部に水道水Ｗの流出口３ｂに連通す
る筒状の支持部３ｅを形成し、当該支持部３ｅにフィルター２の支持する下部支持板８の
中央部に形成した筒状の挿入部８ａをＯリング６を介して着脱自在に嵌合し、容器本体３
の支持部３ｅと下部支持板８の挿入部８ａとの間をＯリング６によりシールするようにし
ているため、容器本体３とフィルター２の下部支持板８との間が確実にシールされること
になる。その結果、流入口３ａから流入した水道水Ｗは、収容容器の支持部３ｅとフィル
ター２の下部支持板８との間から直接流出口３ｂに流出すると云うことがなく、フィルタ
ー２を通過してから流出口３ｂに流れることになり、フィルター２により確実に浄化され
ることになる。
　更に、このフィルター収容容器１は、容器本体３のフランジ３ｆとキャップ４のフラン
ジ４ａとを重ね合わせ、両フランジ３ｆ，４ａを半割り構造の環状のクランプ５で締め付
け固定するようにしているため、容器本体３とキャップ４との着脱を比較的簡単且つ容易
に行うことができる。特に、クランプ５は、二つの円弧状部材５ａの一端部同士をリベッ
ト５ｂで回動自在に連結しているため、二つの円弧状部材５ａの他端部（締め付け片５ｃ
）同士を一つのボルト５ｄ・ナット５ｅで締め付けるだけで容器本体３のフランジ３ｆ及
びキャップ４のフランジ４ａを締め付け固定することができ、部品点数を必要最小限に抑
えることができる。
【００２６】
　尚、上記実施の形態に於いては、容器本体３の突出片３ｇの外周面にＯリング６が嵌め
込まれる環状のＯリング溝３ｈを形成するようにしたが、他の実施の形態に於いては、キ
ャップ４の内周面（容器本体３の突出片３ｇが嵌合される部分）にＯリング６が嵌め込ま
れる環状のＯリング溝（図示省略）を形成するようにしても良い。
【００２７】
　上記実施の形態に於いては、下部支持板８の挿入部８ａの外周面にＯリング６が嵌め込
まれる環状のＯリング溝８ｂを形成するようにしたが、他の実施の形態に於いては、容器
本体３の支持部３ｅの内周面（下部支持板８の挿入部８ａが嵌合される部分）にＯリング
６が嵌め込まれる環状のＯリング溝（図示省略）を形成するようにしても良い。
【００２８】
　上記実施の形態に於いては、容器本体３の突出片３ｇの外周面又は下部支持板８の挿入
部８ａの外周面にＯリング溝３ｈ，８ｂを夫々一つだけ形成するようにしたが、他の実施
の形態に於いては、突出片３ｇの外周面及び挿入部８ａの外周面に夫々複数列のＯリング
溝（図示省略）を形成し、各Ｏリング溝にＯリング６を夫々嵌め込むようにしても良く、
或いはキャップ４の内周面及び容器本体３の支持部３ｅの内周面に夫々複数列のＯリング
溝（図示省略）を形成し、各Ｏリング溝にＯリング６を夫々嵌め込むようにしても良い。
この場合には、容器本体３とキャップ４との間、容器本体３と下部支持板８との間のシー
ルをより一層確実に行えることになる。



(7) JP 4085077 B2 2008.4.30

10

20

30

【００２９】
　上記実施の形態に於いては、フィルター２を繊維状活性炭フィルターから形成するよう
にしたが、他の実施形態に於いては、フィルター２を綿糸やポリプロピレン製の糸、逆浸
透膜、中空糸等から形成するようにしても良い。又、フィルター２の外周面に不織布等に
より形成された円筒状の一次フィルターを同心円上に配設し、水道水Ｗがフィルター２を
通過する前に比較的大きな異物を除去するようにしても良い。更に、フィルター２の中空
部分に粒状のセラミックス（例えば、界面活性及び浸透力の向上を図る粒状の圧電性電子
セラミックス、溶解力及び熱伝導性の向上を図る粒状の遠赤外線セラミックス、味の改善
を図る粒状のミネラルセラミックス、溶解力及び浸透力の向上を図る粒状の磁気セラミッ
クス、抗菌のための粒状の銅イオンセラミックス）を充填し、フィルター２により浄化さ
れた水道水Ｗを活性化するようにしても良い。
【００３０】
　上記実施の形態に於いては、家庭用浄水器を一般家庭の水道メーターの下流側の水道管
に介設し、家庭で使用する水道水Ｗをまとめて浄化するようにしたが、他の実施の形態に
於いては、家庭用浄水器を流し台の水道蛇口や給湯器の注湯口等のような水道水Ｗの出る
末端の配管に設けるようにしても良い。
【００３１】
　上記実施の形態に於いては、水道水Ｗが流入口３ａ、容器本体３とフィルター２との間
、フィルター２の中空部分を経て流出口３ｂへ流れるようにしているが、他の実施の形態
に於いては、水道水Ｗを前記と逆の方向へ流して浄化するようにしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施の形態に係るフィルター収容容器を用いた家庭用浄水器の概略縦断
面図である。
【図２】フィルター収容容器の容器本体とキャップを締め付け固定するクランプの一部切
欠平面図である。
【図３】従来の家庭用浄水器の容器の一部分を示す縦断面図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１はフィルター収容容器、２はフィルター、３は容器本体、３ａは流入口、３ｂは流出
口、３ｅは支持部、３ｆはフランジ、３ｇは突出片、３ｈはＯリング溝、４はキャップ、
４ａはフランジ、５はクランプ、６はＯリング、８は下部支持板、８ａは挿入部、８ｂは
Ｏリング溝、Ｗは水道水。
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